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● 広い温度範囲に対応可能な信頼性の高い定常法による熱伝導率測定装置を開発中
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マグネシウム合金の熱物性評価Ⅱ

 輸送機器・通信用機器の筐体等に必要な軽量かつ高強度・強剛性を有する材料として、マグネシウム(Mg)合金
の開発が注目を集めています。機械的強度に加え、高い放熱性等の熱的性能も期待されることから、熱物性値
（熱膨張率、熱伝導率、比熱容量、熱拡散率）の把握が求められています。

 一方で、新規Mg合金の熱的性能評価の基礎となる純Mg や汎用Mg合金の熱物性データは、既存の報告例では
質・量ともに十分とは言えないため、純Mg や汎用Mg合金についても信頼性の高い計測技術を用いて高精度な
実測値を取得することが必要とされています。

 本研究では、熱物性計測技術の高度化に取り組み、産総研・中部センターにおいて開発された新規Mg合金、お
よび純Mg や汎用Mg合金の熱物性を体系的に測定することを目的としています。本研究成果は、Mg合金の熱物
性評価にとどまらず、社会インフラを支える各種新規材料の熱物性評価にも応用できると期待されます。

 熱機械分析装置による熱膨張率測定技術
 示差走査熱量計による比熱容量測定技術
 レーザフラッシュ法による熱拡散率測定技術
 定常法による熱伝導率測定技術（開発中）

 低温における熱伝導率の精密測定を実現するた
め、定常熱流法による冷凍機式熱伝導率測定装
置の整備を進めています（図１）。本装置によ
り、極低温～室温までの熱伝導率測定が可能と
なり、Mg合金の物性に関する新しい知見が得ら
れると期待されます。

 室温以上の温度域では、熱伝導率計測技術向上
を目的として、定常法を応用した新しい装置開
発を進めています（図２-１,２）。熱伝導率が既
知の円柱の棒材からなる標準ロッドで挟んだ試
料に一方向に熱を流し、標準ロッドにおける定
常時の温度分布から、有効熱伝導率を求めます。
AZ31合金を用いた試行測定を行い、文献値と対
応した測定結果が得られています（図２-３）。

図１ 冷凍機式熱伝導率測定装置（室温以下）

図2-1 新規定常法装置概略図
（室温以上）
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Q： 熱量
L ：試料長さ
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図2-3 AZ31 測定例
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図2-2 装置中心部
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